
Ｎｏ，６           学校だより 「山 紫 海 碧」                 2017 年 07 月 07 日 

山紫海碧 

 

                 

 

 「七夕」といえば，天の川を挟んで夜空に輝く「織姫」と「彦星」が年に一度だけ会う事を許された話が有名です。これも元は中

国から伝わった話で，西暦三十年から二百二十年に栄えた「後漢」という国から「星伝説」として語られ始めたと言われています。

話のほとんどは同じですが，やはり中国と日本では少し違う所があります。まず，登場人物の名前です。私達が知っている「織姫」

と「彦星」という名前は，夏の星座としても有名な「こと座のベガ」と「わし座のアルタイル」の和名で，中国では「織女（しょく

じょ）」と「牽牛（けんぎゅう）」と言います。また，中国では織姫は「天帝」という創造主の娘であり，二人は身分違いの恋をし

ていた事になっています。しかし，この二つの星から「星伝説」が生まれて「七夕」の象徴になったのには，天文学的な理由があり

ます。それは，この話が生まれた中国では，古くから「彦星」は農業に適した時期になると明るくなるので，そこから「農事」の基

準とする星をして，同じ時期に天の川を挟んで明るくなる「織姫」を養蚕（ようさん）や糸・針の仕事を司る星と考えるようなりま

した。この事から，日本でも農業が本格的になる時期と，星が良く見える夜に「七夕」を行うようになったのです。 

（Wikipedia より引用） 

織姫と彦星が年に一度デートをするなんてロマンチックな気がしますが，ついつい私は現実的・科学的に考えてしまいます。こと

座のベガ（織姫）とわし座のアルタイル（彦星）。この２つの距離は決して近くありません。１４．８光年も離れているわけですか

ら，電話をかけてもメールを送っても届くのは１４．８年後。もし，お互いが同時に光速ロケットに乗って会いに行っても，中間地

点で出会えるのは７．４年後！あまりにも離れすぎている遠距離恋愛。宇宙は無限に広い！ しかし，必ず最後に愛は勝つ♪！ 
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星に 願いを 
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昔々，天の川の東に，織物を織るのがとても上手な織女がいました。しかし織女は年頃になって化粧もせず遊びにも行かず織物ば

かりを織り続けるので，織女の父である天帝は不憫に思い，婿探しを始めます。一方その頃，天の川の西には真面目に働く牛飼いの

青年，牽牛がいました。天帝は牽牛の噂を聞きつけ，「是非娘と結婚してくれ」と願い出ました。牽牛はその話を有り難く引き受け，

2 人は結婚することになったのです。ところが，結婚してからというもの，あれだけ一生懸命に働いていた 2 人は，毎日天の川の

ほとりで話をするばかりで全く働かなくなってしまったのです。これに激怒した天帝は 2 人を引き離し，「前のようにしっかり働

くのなら，年に一度，7 月 7日の夜だけは会ってもよい」と告げたのです。これが，織姫と彦星の話ですが・・・ 

 今年の七夕朝会は，金城未来さんと若林秀則さん，石川元就さんが司会進行を務めてくれました。「名作よんでよんで日本の昔ば

なし 20 話」の本の中から「七夕のおはなし」を元就さんが読み聞かせを行い，その後，みんなに短冊が配られました。 
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